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ク
イズに答えて絵はがきをもらおう！意外と知らないお経のこと。形状の違いもいろいろあります。

５月１７日のプレ講座に参加して、クイズに答えると正解者に
は、素敵な絵はがきをプレゼントします。このチラシを持って
是非ご参加ください。

「お経」と言って先ず思い浮かぶのがコレ？！
端に芯を持って巻き付け保管する、いわゆる
巻物ですですが、マキモノとは呼びません。
では何と呼ぶ？

答え（　　　　　　　）

巻物では閲覧や保存などに不便なことから、
紙を蛇腹型に折りたたんだ形。
全 600 巻の「大般若経」を空中でばらばらと
広げるダイナミックな『転読』は有名です。

答え（　　　　　　　）

薄い板材を 30cm 程の長さに削った細片に経典
を墨書したもの。基本的に１枚に 1 行 17 文字
が書写されています。この板を「柿」と言いま
すが、果物の「かき」という字ではありません。
では何と読む？

答え（　　　　　　　）

平 成 ３ ０ 年 度 
滋賀の文化財講座 打出のコヅチ 本講座 （開催予定）平 成 ３ ０ 年 度 
滋賀の文化財講座 打出のコヅチ 本講座 （開催予定）

近江の慶派と快慶仏
圓常寺・阿弥陀如来立像を中心に

神仏習合の世界
『耀天記 ( ようてんき )』を中心に

世界遺産 ・ 国宝延暦寺
根本中堂の魅力と平成の大修理 天下布武の城 ・ 安土城

日野町馬見岡綿向神社の巨大絵馬
平成29年度滋賀県新指定文化財から

※ 都合により内容が変更と
　　なる場合がございます。

第１回　６月２１日 ( 木 ) 第２回　７月１９日 ( 木 )　 第３回　８月３０日 ( 木 )　

第４回　９月２０日 ( 木 ) 第５回　１０月１１日 ( 木 )

ごあんない

現地探訪
彦根城外堀の痕跡をめぐる

第６回　11 月 ８日 ( 木 )

〈講師〉矢田直樹 (文化財保護課） 〈講師〉古川史隆 (文化財保護課） 〈講師〉渡邊勇祐 (琵琶湖文化館）

〈講師〉菅原和之 (文化財保護課） 〈講師〉松下　浩 (文化財保護課） 〈講師〉松下　浩 (文化財保護課）

 ※開催約１カ月前から別途募集
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第１回

第５回
ー

のご 約 い

〒520-0806
滋賀県大津市打出浜地先
TEL / 077-522-8179
FAX / 077-522-9634

文化

あ

琵琶湖文化館滋賀
県立

E-mail / biwakobunkakan@yacht.ocn.ne.jp
ホームページ / http://www.biwakobunkakan.jp

〈講師〉
矢田直樹（文化財保護課）

日野町 馬見岡綿向神社の
巨大絵馬

平成 29年度滋賀県新指定文化財から

第１回　　６月２１日 ( 木 )

〈講師〉
古川史隆（文化財保護課）

近江の慶派と快慶仏
圓常寺蔵阿弥陀如来立像を中心に

第２回　７月１９日 ( 木 )

〈講師〉
渡邊勇祐（琵琶湖文化館）

神仏習合の世界

『耀天記』を中心に
ようてんき

第３回　　８月３０日 ( 木 )

第４回　　９月２０日 ( 木 )

〈講師〉
菅原和之（文化財保護課）

第５回　　１０月１１日 ( 木 )

天下布武の城　安土城

〈講師〉
松下　浩（文化財保護課）

彦根城外堀の痕跡をめぐる

〈講師〉
松下　浩 ( 文化財保護課）
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第６回　　11 月　８日 ( 木 )
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※ が となります。

予　告

世界遺産 ・ 国宝延暦寺
根本中堂の魅力と平成の大修理

琵琶湖文化館蔵　日吉祭礼図絵巻(部分)

安土城大手口安土城大手口 彦根城外堀の土塁彦根城外堀の土塁

専門の文化財担当職員と学芸員がわかりやすく解説いたします。専門の文化財担当職員と学芸員がわかりやすく解説いたします。

打出のコヅチ打出のコヅチ

平成３０年度 滋賀の文化財講座平成３０年度 滋賀の文化財講座 主催／滋賀県教育委員会 文化財保護課、滋賀県立琵琶湖文化館
後援／滋賀県文化財保護連盟、(公財)滋賀県文化財保護協会
　　　(公社)びわこビジターズビューロー

※ が す。花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミングライツ
パートナーびわ湖花街道のイメージキャラクターです。

の
さん

平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 平成３０年度 

花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング花湖さんは、滋賀の文化財講座のネーミング

http://www.biwakobunkakan.jp/
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第
１
回

日
野
町
馬
見
岡
綿
向
神
社
の
巨
大
絵
馬

　
　
　
　
　

ー
平
成
二
九
年
度
滋
賀
県
新
指
定
文
化
財
か
ら
ー

第
２
回

近
江
の
慶
派
と
快
慶
仏

　
　
　
　
　

ー
圓
常
寺
蔵
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
中
心
に
ー

第
５
回

天
下
布
武
の
城 

安
土
城

第
３
回

神
仏
習
合
の
世
界
ー
『
耀
天
記
』
を
中
心
に
ー

よ
う
て
ん
き

  

日
野
祭
は
、
馬
見
岡
綿
向
神
社
の
春
の
大
祭
と
し
て
毎
年
五
月
二
日
か
ら
四
日
に

か
け
て
神
輿
の
渡
御
、曳
山
巡
行
が
盛
大
に
行
わ
れ
、県
内
で
も
有
数
の
祭
礼
行
事
で
す
。

こ
の
馬
見
岡
綿
向
神
社
の
境
内
に
建
つ
絵
馬
殿
に
は
、
神
輿
な
ど
の
祭
礼
行
列
の
様
子

を
描
い
た
横
幅
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
講
座

で
は
、
こ
の
絵
馬
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
奉
納
さ
れ
た
歴
史
的
な
背
景
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

現
在
の
国
宝
延
暦
寺
根
本
中
堂
は
、
元
亀
二
年

（一
五
七
一
年
）
の
織
田
信
長
に

よ
る
延
暦
寺
焼
き
討
ち
の
後
、
八
年
の
歳
月
を
か
け
て
寛
永
一
七
年
（一
六
四
〇
年

に
完
成
し
ま
し
た
。
根
本
中
堂
は
滋
賀
県
下
で
も
屈
指
の
大
き
さ
を
誇
る
木
造

建
造
物
で
、
ま
た
内
・
外
部
に
、
漆
・
彩
色
・
塗
装
が
施
さ
れ
た
荘
厳
か
つ
華
や
か
な

本
県
を
代
表
す
る
建
造
物
で
す
。
前
回
の
昭
和
二
九
年
の
半
解
体
修
理
か
ら
六
十
年

以
上
が
経
過
し
、
屋
根
は
雨
漏
り
を
生
じ
、
漆

・
彩
色

・
塗
装
は
剥
落
が
進
ん
で

い
た
た
め
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
保
存
修
理
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
、

世
界
遺
産
で
も
あ
る
根
本
中
堂
の
魅
力
と
、
平
成
の
大
修
理
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

圓
常
寺
は
旧
彦
根
城
下
町
に
伽
藍
を
構
え
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
鎌
倉

時
代
を
代
表
す
る
仏
師
快
慶
の
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
均
整
の
取
れ
た
肉
身
や

繊
細
な
衣
文
表
現
な
ど
優
れ
た
出
来
栄
え
を
み
せ
、
快
慶
晩
年
の
制
作
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
滋
賀
県
内
に
二
例
し
か
現
存
し
な
い
快
慶
の
作
品
の
う
ち
の
ひ
と
つ
と
し
て

き
わ
め
て
貴
重
で
す
。
本
講
座
で
は
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
彫
刻
史
的
意
義
お
よ
び

平
成
二
五
年
に
実
施
し
た
保
存
修
理
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

  

比
叡
山
を
舞
台
に
神
と
仏
が
融
合
し
た
神
仏
習
合
現
象
で
あ
る
山
王
信
仰
。
そ
の

信
仰
は
や
が
て
、
天
台
宗
の
学
僧
を
中
心
に
理
論
化
さ
れ
、
中
世
に
は

「山
王
神
道
」

へと
発
展
を
遂
げ
ま
す
。
こ
れ
を
仏
教
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
神
道
と
い
う
こ
と
で
、
仏
家
神
道

仏
教
神
道

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
下
で
、
神
猿
や
山
王
鳥
居
、
日
吉
造
、
山
王
祭

な
ど
独
自
の
習
合
文
化
を
形
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
由
緒
や
教
説
、
祭
礼
の

有
様
を
記
し
た
最
も
古
い
書
物
が

『耀
天
記

よ
う
て
ん
き

』
で
す
。
琵
琶
湖
文
化
館

に
は
、
こ
の

『
耀
天
記
』
（
個
人
蔵
）
の
現
存
最
古
の
写
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
こ
の

『耀
天
記
』
を
中
心
に
山
王
神
道
の
書
物
を
読
み
解
き
な
が
ら
、

中
世
近
江
の
神
仏
習
合
の
世
界
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

安
土
城
は
織
田
信
長
が
築
い
た
大
城
郭
で
す
。
し
か
し
安
土
城
に
つ
い
て
記
さ
れ
た

史
料
は
少
な
く
、
そ
の
実
像
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
平
成
元
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
た
特
別
史
跡
安
土
城
跡
調
査
整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
安
土
城
に
つ
い
て

新
た
な
事
実
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、安
土
城
の
研
究
は
大
き
く
進
展
し
ま
し
た
。ま
た
、

近
年
の
織
田
信
長
の
再
評
価
は
安
土
城
の
再
評
価
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
講
座

で
は
、安
土
城
を
め
ぐ
る
最
新
の
研
究
状
況
を
紹
介
し
、安
土
城
の
再
評
価
を
試
み
ま
す
。

　

近
江
に
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
を
含
む
多
種
多
様
な
文
化
財
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
滋
賀
県
教
育
委
員
会
と
琵
琶
湖
文
化
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を

保
護

・
活
用
す
る
た
め
、
調
査
や
保
存
修
理

・
展
示
公
開
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
行
政
と
博
物
館
が
協
働
し
て
、
滋
賀
の
文
化
財
を
め
ぐ
る
ホ
ッ
ト

な
話
題
を
提
供
し
、
文
化
財
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力

を
広
く
県
民
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

滋
賀
の
文
化
財
講
座
開
催
以
来
初
め
て
の
現
地
探
訪
で
は
、
昨
年
度
の
第
二
回
講
座

で
学
ん
だ
彦
根
城
を
訪
れ
ま
す
。
彦
根
城
は
、
江
戸
時
代
に
は
内
堀
・
中
堀
・
外
堀
の

三
重
の
堀
に
囲
ま
れ
た
壮
大
な
城
で
し
た
。
明
治
時
代
以
降
、
外
堀
は
ほ
と
ん
ど

埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
現
地
に
は
今
で
も
水
路
や
地
面
の
段
差
な
ど
の
痕
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
外
堀
跡
を
た
ど
り
、
「究
極
の
城
」
彦
根
城
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

昨
年
度
の
講
座
を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
、
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

第
４
回

打
出
の
コ
ヅ
チ

の

さんんんんんんんさんさんんんんんんんんささ
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